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TAS-106 (1-(3-C-ethynyl-β-D-ribo-pentofuranosyl)cytosine, ethynylcytidene (ECyd)) は in vitro








膵臓癌の第一選択薬である gemcitabine の耐性株の樹立とその性状解析により TAS-106 の膵
臓癌に対する有用性明示を行った．また，多くの化学療法が作用機序や副作用の分散を目
的にした併用療法として実施されている現状を踏まえて，多くの癌種で効能が認められて
いるプラチナ系抗癌剤である Cis-diamminedichloroplatinum(II) (CDDP) と TAS-106 の併用に
ついての有効性提示とその併用機序解明を行った．更に，TAS-106 の機序検討により得られ




















られた知見からは，これからの抗癌剤に求められるproof of concept (POC) 検証の方法につ
いて基礎的立場から立案し、その可能性をも検証した． 
本論文は学位（博士）に値する． 
 
